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TECHNO INFORMATION
テクノ情報

TECHNO INFORMATION
テクノ情報

自動車補修塗料メーカホームページの紹介
　その2

はじめに

　自動車補修塗料メーカのホームページについて9月号で紹介しましたが、引き続きその第2弾として

日本ペイントのホームページを紹介します。

日本ペイント株式会社

　自動車補修用塗料　URL:http://www.nipponpaint.co.jp/biz1/nax/ndex.html

　調色配合検索　“naxウェブVIF”　URL:http://vif.nipponpaint.co.jp/naxwebvif/menu/vs-1_frm.asp

①計量調色配合検索の手順

「ウェブVIF」は日本ペイントのユーザー向け情報サイト

です。

ご利用の際には、「利用者コード」「パスワード」を入力

する必要があります。「利用者コード」「パスワード」の

取得はお近くの日本ペイント取扱い塗料販売店までお

問い合わせください。



3自研センターニュース　2011年 11月号

表示されたnax No．（上記赤丸部分）を押すと、画面下部に配合が表示されます。

　“印刷用画面へ”を押すと、調色のポイントが記載された配合情報が別ウィンドウで表示されます。

②その他の閲覧できる情報

・製品・技術情報からVIF製品案内情報（各製品の使用方法、トラブル対応など）
・カタログダウンロードから、各製品のカタログ

検索方法：塗料タイプ【選択】→メーカ　　　【選択】→色コード【入力（半角英数字）】→［検索］
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TECHNO INFORMATION

【カタログダウンロード】

【製品・技術情報】

　製品カタログ一覧や、製品一覧からミニハンドブックの内容を確認できます。

（研修部／日吉健夫）
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はじめに

　ドアミラーに内蔵されたウインカは、以前では高級車のみの標準装備や、オプション扱いでしたが、

最近は小型車や軽自動車に多く採用されています。

　また、この他スマートキーアンテナ内蔵型など、ドアミラー＊1に取付く部品が多くなりました。

　今回は、2011年上半期売上げ上位にランクインされている「トヨタ プリウス」「ホンダ フィットハイブ

リット」「ダイハツ ムーヴ」（写真1参照）の3車種について、損傷頻度が高いと思われるドアミラーの特徴、

脱着方法、補給形態を紹介します。

＊1：メーカにより名称が異なるため、文中ではドアミラー、各車説明ではメーカの名称通りの表記とします。

1．トヨタ プリウス（ZVW30・写真2）

【特徴】

　トヨタ プリウスのアウタリヤビューミラーは、

全グレード標準でサイドターンランプ付カラード

ドアミラーが装備され、アウタミラーカバーはボ

デー同色となります。（各部名称は図1を参照）

　また、寒冷地仕様車にはミラーヒータが装備さ

れます。

【脱着方法】

　アウタリヤビューミラーを脱着するには、ミ

ラー配線のコネクタを切離すためドアトリムを取

外す必要があります。アウタリヤビューミラー、

ドアトリムの取外し方法は以下の通りです。

①スクリュを2本取外します。（写真3・赤丸）

②パワーウインドウコネクタ、カーテシランプコ

　ネクタを切離し、ドアトリムを取外します。

ドアミラー脱着作業の紹介
TECHNO INFORMATION

REPAIR REPORT
リペア　リポート

写真1

写真2

写真3
赤丸：スクリュ箇所

トヨタ プリウス ホンダ フィットハイブリット ダイハツ ムーヴ
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③アウタミラーインストールホールカバー（写真4・a）、

アウタミラープロテクタ（写真4・b）を取外します。

　　＊写真4ab赤丸部分裏側にツメがあり、ドアに

嵌合されています。

④アウタミラーインストールホールカバーを取外す

と、アウタリヤビューミラーを固定しているボル

トが3本確認できますので、取外します。同時に

コネクタも切離します。（写真5・赤丸）

　以上でアウタリヤビューミラーの取外しは終了

です。取付けは逆の手順で行います。

【部品補給】＊2011年9月現在

　部品補給は、図1の通りです。アウタリヤビューミラー Assyにアウタミラーカバーは含まれませんので、

見積時には注意が必要です。

①アウタリヤビューミラーAssy
②アウタミラー
③サイドターンシグナルランプAssy
④アウタミラーリトラクタ
⑤ボルト
⑥アウタミラーカバー

a

b

図1

①

②

③

④

⑤
⑥

アウタリヤビューミラー

写真4

写真5
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REPAIR REPORT

2．ホンダ フィットハイブリット（GP1・写真6）

【特徴】

　　ホンダ フィットハイブリッドのドアミラー

Assyは、全グレード標準でLEDドアミラーウイ

ンカが装備され、スカルキャップはボデー同色

となります。（各部名称は図2を参照）

　　また、オプションのコンフォートビューパッ

ケージを選択すると「親水／ヒーテッドドアミ

ラー」が装備されます。（ナビプレミアムセレク

ションは標準装備です）

【脱着方法】

　　ドアミラー Assyを脱着するには、ミラー配線

のコネクタを切離すためフロントドアライニン

グCOMP（ドアトリム）を取外す必要があります。

ドアミラー Assy、ドアトリムの取外し方法は以

下の通りです。

①フロントドアグリップカバー下面にあるツメ

（写真7・黄色丸枠）を外し、フロントドアグリッ

プカバーを取外します。

②スクリュを2本取外します。（写真8・黄色丸）

③インサイドハンドルAssyを車両前方にずらして

フロントパワーウインドウのコネクタを切離し、

フロントドアライニングCOMPを取外します。

④ドアミラーガーニッシュ（以下ガーニッシュと

表記）を取外します。

＊写真9・赤丸部にツメがあり、ドアに嵌合されて

います。

＊下部のツメを外し、ガーニッシュを上に持上げ

ると簡単に外せます。

写真6

写真7

写真8

写真9

インサイドハンドルAssy

スクリュ

フロントドアグリップカバー

ドアミラーガーニッシュ
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図2

損傷箇所

①

②

③

⑥

⑧

⑤ ④

⑦

【留意点】

　今回ガーニッシュを取外す際に、一部ツメが破

損してしまいました。破損箇所は、ガーニッ

シュ上部のツメです。（写真10）

　損傷の原因として、ガーニッシュ上部のツメが

フロントドアに引っ掛かるように取付いている構

造を熟知しておらず、ガーニッシュ下部の嵌合を

外した際の勢いで上部のツメに負荷がかかったた

め破損しました。よって、取外しに際しては注意

が必要です。

⑤ガーニッシュを取外すと、ドアミラー Assyを

固定しているボルトが3本確認できますので、

取外します。同時にコネクタも切離します。

（写真11・赤丸）

　以上でドアミラー Assyの取外しは終了です。取

付けは逆の手順で行います。

【部品補給】＊2011年9月現在

　部品補給は、図2の通りです。部品名称は以下の通りです。部品のイラストに番号があるものがAssy補給、

単品補給が設定されています。

＊主要部品のみ赤字にて名称を記載してあります。

①ドアミラーAssy
②ミラーサブAssy
③スカルキャップ
④サイドターンライトAssy
⑤ハウジングセット
⑥オートターンセット
⑦アクチュエータセット
⑧ドアミラーガーニッシュ

ドアミラー Assyにスカルキャップは含まれませんので、見積時には注意が必要です。

写真10

写真11
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REPAIR REPORT

3．ダイハツ ムーヴ（LA100S・写真12）

【特徴】

　ダイハツ ムーヴのアウタリヤビューミラー Assyにミラーウインカの装備はなく、アウタミラーカバー

はボデー同色となります。（各部名称は図3を参照）

　また、グレード「X“Limited”」「X」「フロントシートリフトX」には、標準装備としてキーフリーシステ

ムが装着され、左右アウタリヤビューミラー Assyには「エレクトリカルキーアンテナ」が内蔵されていま

す。（詳細は写真17.18）

【脱着方法】

　アウタリヤビューミラー Assyを脱着するには、ミラー配線のコネクタを切離すためドアトリムを取外

す必要があります。ドアミラー Assy、ドアトリムの取外し方法は以下の通りです。

①フロントドアアームレストベースパネルアッパ

の切り欠き部（写真13・黄色枠内）に工具等を挿

入させツメを外し、パワーウインドコネクタを

切離してフロントドアアームレストベースパネ

ルアッパを取外します。

②スクリュを3本取外します。（写真14・黄色丸）

③ドアトリムを取外します。

写真12

写真13

写真14

フロントドアアームレスト
ベースパネルアッパ

スクリュ



10 自研センターニュース　2011年 11月号

TECHNO INFORMATION

④アウタリヤビューミラー Assyの配線を通しやす

くするためスピーカを取外し、フロントドアサー

ビスホールカバーを1/4程度捲り上げ、アウタリ

ヤビューミラー Assyのコネクタを切離します。

（写真15）

⑤アウタミラーカバーを取外します。

　＊写真16・赤丸部にツメがあります。

⑥アウタミラーカバーを取外すと、アウタリヤ

ビューミラー Assyを固定しているボルトが3本確

認できますので取外します。（写真16・青丸）

　以上でアウタリヤビューミラー Assyの取外しは

終了です。取付けは逆の手順で行います。

【部品補給】＊2011年9月現在

　部品補給は、図3の通りです。アウタリヤビューミラー Assyにアウタミラーカバーは含まれませんので、

見積時には注意が必要です。

　また、ハウジングロアカバー（写真18）は単品補給がありませんので取外しの際は慎重な作業が必要です。

①アウタリヤビューミラーAssy
②アウタリヤビューミラー
③アウタミラーカバー
④ボルト
⑤アウタミラーカバー

フロントドアサービスホールカバー

スピーカ

コネクタ
写真15

写真16

図3

①

②

③

④

⑤
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REPAIR REPORT

【アウタリヤビューミラーAssy内蔵エレクトリカルキーアンテナについて】

　キーフリーシステム搭載車は、アウタリヤビューミラー Assyにエレクトリカルキーアンテナが左右に

内蔵されています。この部品については、メーカ発行の修理書に以下の注意書きが記されています。

・エレクトリカルキーアンテナを落下させたり、大きな衝撃を与えないこと。

・万一、エレクトリカルキーアンテナを落下させたり、大きな衝撃を与えた場合は、外観上異常がなく

てもエレクトリカルキーアンテナを新品に交換すること。

＊メーカ発行の修理書より抜粋

　エレクトリカルキーアンテナはアウタリヤビュー

ミラー Assyの下部に取付けられています。ハウジ

ングロアカバーからの距離を参考として実測値を

記載します。（写真17・18）

Ａ：約  9mm（アウタリヤビューミラー Assy内側）

Ｂ：約14mm（アウタリヤビューミラー Assy中央）

Ｃ：約19mm（アウタリヤビューミラー Assy外側）

＊数値は自研センターが所有する車両にて計測し

たものです。車体誤差、計測器誤差、人為的誤

差などが考えられますので参考としてください。

参考文献

　ダイハツムーヴ修理書No.1（C巻）

（技術開発部／曽雌祐矢）

お申し込みは自研センター総務企画部までお願いします。

TEL　047-328-9111　　FAX　047-327-6737

「構造調査シリーズ」新刊のご案内

自研センターでは新型車について、損傷した場合の復元

修理の立場から見た車両構造、部品の補給形態、指数項

目とその作業範囲、ボデー寸法図など諸データを掲載し

た「構造調査シリーズ」を発刊しています。今月は右記新

刊をご案内いたしますので、是非ご利用ください。販売

価格は1,120円です（送料別）。

No. 車　名 型　式

J-625 トヨタ アベンシス ZRT272W系

J-626 ニッサン モコ MG33S 系

アウタミラーカバー、ハウジングロアカバー取外し状態

写真17

エレクトリカルキーアンテナ

アウタミラーカバー取外し状態

写真18

エレクトリカルキーアンテナ

ハウジングロアカバー

C 約19mm

B 約14mm

A 約9mm
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フォルクスワーゲン ゴルフの
フロントエンドコンパートメント構造

　フォルクスワーゲン ゴルフのフロントエンドコンパートメント構造について紹介します。

　なお、2010年11月発刊の構造調査シリーズ「No.J-599フォルクスワーゲン ゴルフ（1KCAX）」に今回の情

報を含め詳細を掲載していますので、是非ご利用ください。

エンジンルーム概要

CAX直列4気筒DOHCインタクーラ付ターボ（1,389cc）仕様エンジン

リザーバ（ブレーキ
リザーブタンク）

リザーバ
（ラジエータ
リザーブタンク）

ウォッシュウォータ
リザーバ

サポートロック
キャリアアッパ

ラジエータ
エアコン付き

ラジエータ

エアコン
コンデンサ

ロックキャリア

バッテリ

カバー

エアクリーナ

バルブ
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バンパカバー、ラジエータグリル取外し状態

ロックキャリア取外し状態

エアコンコンデンサ、ラジエータ取外し状態

サイドリインホースメント、ヘッドランプ取外し状態

ロックキャリア取外し状態

右側フロントフェンダ取外し状態左側フロントフェンダ取外し状態

サイドリインホースメント エアコンコンデンサ

エアコンコンデンサ

エアクリーナオルタネータ

ウォータホースエアコンコンプレッサ

エアコンホース

＊ラジエータエアコン付き

＊調査車両（CAXエンジン）には、チャージエアシステム用
　補助ラジエータ（ラジエータエアコン付き）が装備されている。エアコンコンデンサ

ラジエータ ラジエータ
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バンパカバー構成部品

ロックキャリア構成部品

ラジエータ構成部品

エアコンコンデンサ

ハロゲン
フォグランプ

キャップトーイング
アイフロント

ライセンスプレートブラケット

サポートパーツ
フロント

スポイラ

クーリングエア
グリルアウタ

バンパカバー

クーリングエア
グリルセンタ

エアコンコンデンサ

※バルブ

インテークエアダクト

コンタクトスイッチ

ステッカA／ C
ステッカ
（エンジンオイル）

ステッカ
（電動ファン）

コーションラベルフロンエアダクト

ロックキャリアサポート

エアダクト
リッドロック用
ケーブル

サポートロック
キャリアアッパ

ラバーマウン
ティングロア

※ロックキャリアを取外すためには
　バルブの取外しが必要。

ロックキャリア

ラジエータ ホルダ ラジエータエアコン付き

電動ファン デュアルファンカウル電動ファン

クランプ

電動ファンコネクタ
ハウジングブラケット

インテークエアダクト
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エンジン取付状態（上側） エンジン取付状態（下側）

エンジン取外し状態（上側）

エンジン取外し状態（下側）

ファンファーレホーン
ロートーン

ファンファーレホーン
ロートーン

ウォッシュウォータ
リザーバ

ウォッシュウォータ
リザーバ

リザーバ

リッドロックケーブル

エンジンルーム用
セントラル
エレクトロニクス

ブレーキライン

ギヤボックス
マウンティング

ファンファーレ
ホーンハイトーン

ファンファーレホーン
ハイトーン

エアコンホース

エンジンマウンティング

エアコンホース

シフトメカニズム

エアコンライン

フロントトンネルヒートシールド アンダボデーライニング

アウタサウンド
アブソーバクロスパネル

サウンドアブソーバ
ウォータボックス ブレーキ

回路カバー

（指数部／小林さと美）
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（技術開発部／佐々木孝一）

　ホンダ　フィット（GE6）の左右フロントシート

ベルトアウタ（以下、運転席シートベルト、助手

席シートベルト）取替時の取外し部品について紹

介します。（写真1）

　運転席シートベルトの取外しには以下の部品の

取外しが必要です。（写真2）

　①右センタピラーガーニッシュ

　②ショルダスライドアジャスタカバー

　③右センタピラーガーニッシュ

　④右カウルサイドライニング

　⑤右フロントサイドガーニッシュ Assy

　⑥右リヤサイドガーニッシュ Assy

　⑦ドライバアンダカバー Assy

　助手席シートベルトの取外しには以下の部品の

取外しが必要です。（写真3）

　①左センタピラーガーニッシュ

　②ショルダスライドアジャスタカバー

　③左センタピラーガーニッシュ

　④左カウルサイドライニング

　⑤左フロントサイドガーニッシュ Assy

　⑥左リヤサイドガーニッシュ Assy

参考品番（2011年10月現在）

左フロントシートベルトアウタ　81850-TF0-J01ZA

右フロントシートベルトアウタ　81450-TF0-J01ZA

REPAIR Information S
リペア インフォメーション S

写真1

写真2

写真3

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤

⑦

⑥

⑥

運転席シートベルト

助手席シートベルト

作業事例紹介
ホンダ フィット（GE6）の左右フロントシートベルト
アウタ取替時の取外し部品について

1
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　この車両はリヤパネル形状に特徴があるため紹

介します。（写真1）

　リヤパネルアッセンブリ左右上部（写真2赤丸

部）は一見すると損傷と判断されるような形状を

していますが、損傷ではなくオリジナル形状です。

　トランクリッドやテールランプなどへの軽微な

入力がある場合は、リヤパネルの形状に注意をは

らい、損傷診断を行う必要があります。（写真2、3）

写真1

写真2

写真3

REPAIR Information S

日産フーガ（Y51）のリヤパネル アッセンブリの形状
2

（技術開発部／加賀美充）

リヤパネルアッセンブリ
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マツダ アクセラ（BL5FW）ヘッドランプブラケット
の補給形態と取替作業

3

　マツダ アクセラ（BL5FW）の補修用ヘッドラン

プブラケットの補給形態と取替作業について紹介

します。（写真1）

　写真2は損傷したヘッドランプです。黄色○部

の取付ブラケットが破損しました。

　補修用ヘッドランプブラケットとスクリュ。

（写真3）

　補修用ヘッドランプブラケットとスクリュは

別々に補給されます。

参考：ブラケット品番（2011年10月現在）

・ハロゲン：BDY7-51-0A7

右側　 ・AFS付　：BDY8-51-0A7

・AFS無　：BDY9-51-0A7

・ハロゲン：BDY7-51-0B7

左側　 ・AFS付　：BDY8-51-0B7

・AFS無　：BDY9-51-0B7

参考：スクリュ品番：99875-0416

＊補修用ブラケットの品番は異なりますが取替方

法は共通です。

写真1

写真2

写真3

破損

補修用ヘッドランプブラケット
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REPAIR Information S

参考：ヘッドランプは取付箇所が3箇所あります。

このうち補修用ブラケット補給設定があるのはA

部のみです。（写真4）

［ヘッドランプブラケット取替作業］

　カッタナイフ等で補修用ヘッドランプブラケッ

トと干渉する部位をカットします。（写真5）

　補修用ヘッドランプブラケットをスクリュで固

定し（ランプボデーにスクリュ止め用の穴があり

ます）、作業終了です。（写真6）

　補修用ヘッドランプブラケット取付後の状態。

（写真7）

写真4

写真5

写真6

写真7（技術開発部／加賀美充）

C

B

取付個所

A

スクリュ

カッタナイフ
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〈お詫びと訂正〉
　自研センターニュース10月号6頁、高電圧システムの作動停止の写真コメントに誤りがあり
ました。下記の通り訂正しお詫び申し上げます。

　誤：助手席シート前方下に位置するサービスホール12Ｖコネクタ
　正：助手席シート前方下に位置するサービスホール 


